
生協の事業種別寄与度   



生協の経常剰余の事業種別寄与度  

○日本生活協同組合連合会の会員の福祉事業を実施している生協について、経常剰余の事業種別  
寄与度をみると、購買事業（共同購入事業、店舗事業）の影響が大きい。（共同購入はプラス、店舗事  
業はマイナスの寄与度）  

（ア）店舗事業、共同購入事業、福祉事業及び共済事業を兼業している生協の経常剰余の事業種別寄与度  

□店舗事業 口共同購入事業 白檀祉事業 田共済事業  

平成15年鹿  平成16年鹿  

いない場合があるため、各事業種別の経常剰余の合計と生協全体の経常剰余の合計は一致しない。  
資料 日本生活協同組合連合会「生協の経営統計J  

対象は平成15年から16年まで、各事業を継続している日本生活協同組合連合会会員の地域購買生協の  
20組合。   

▲■  



（イ）店舗事業、共同購入事業及び福祉事業を兼業している生協の経常剰余の事業種別寄与度  

200．0号も  

150．0％  

寄  

100・0％  

50．0％  

0．0％  

－50．09i  

－100．09i  

－150．09も  

対象は平成15年から16年まで、各事業を継続している日本生活協同組合連合会会員の地域購買生協の  
10組合。  
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（ウ）共同購入事業及び福祉事業を兼業している生協の経常剰余の事業種別寄与度   

200．0％  

150，0％  

寄  

100・09ふ  

50．0％  

0．0％  

－50．0％  

－100．0％  

－150．0％  

対象は平成15年から16年まで、各事業を継続している日本生活協同組合連合会会員の地域購買生協の  
7組合。  

－ヨ   




